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※ 年別は原指数による。増減率は対前年比。 

 

１ 令和５年（2023年）の鉱工業総合指数の動向 

＜生産＞ 

  生産指数は105.9で、対前年比は＋0.8％、３年連続の上昇となりました。 

＜出荷＞ 

出荷指数は106.2で、対前年比は＋1.1％、３年連続の上昇となりました。 

＜在庫＞ 

在庫指数は98.5で、対前年比は＋1.7％、２年連続の上昇となりました。 

＜在庫率＞ 

在庫率指数は114.7で、対前年比は＋16.1％、２年連続の上昇となりました。 
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表1-1
原指数

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
指数 114.1 100.0 104.3 105.1 105.9
増減率(％) ▲ 5.3 ▲ 12.4 4.3 0.8 0.8
指数 114.9 100.0 103.5 105.0 106.2
増減率(％) ▲ 5.1 ▲ 13.0 3.5 1.4 1.1
指数 101.6 97.9 96.1 96.9 98.5
増減率(％) ▲ 0.9 ▲ 3.6 ▲ 1.8 0.8 1.7
指数 93.2 100.0 93.5 98.8 114.7
増減率(％) 0.4 7.3 ▲ 6.5 5.7 16.1
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２ 鉱工業総合指数の四半期別の動向 

＜生産＞ 

 第１四半期は低下、第２四半期及び第３四半期は上昇、第４四半期は低下となっています。 

＜出荷＞ 

 第１四半期及び第２四半期は上昇、第３四半期及び第４四半期は低下となっています。 

＜在庫＞ 

 第１四半期及び第２四半期は上昇、第３四半期及び第４四半期は低下となっています。 

＜在庫率＞ 

 第１四半期及び第２四半期は上昇、第３四半期は低下、第４四半期は上昇となっています。 
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図1-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※増減率は対前期比。 

　　　　（2020年＝100） 季節調整済指数

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

指数 103.3 106.5 108.7 105.5
増減率(％) ▲0.5 3.1 2.1 ▲2.9
指数 105.6 107.0 106.9 106.2
増減率(％) 0.3 1.3 ▲0.1 ▲0.7
指数 101.6 102.9 99.8 99.2
増減率(％) 6.4 1.3 ▲3.0 ▲0.6
指数 108.2 115.9 113.8 120.7
増減率(％) 4.0 7.1 ▲1.8 6.1
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３ 上昇・低下に寄与した主な業種・品目 

 

＜生産＞ 

輸送機械工業、業務用機械工業など８業種が上昇し、一方で、汎用機械工業、電子部品・デバイ

ス工業など１５業種が低下しました。 

＜出荷＞ 

輸送機械工業、化学工業など７業種が上昇し、一方で、汎用機械工業、電気機械工業など16業

種が低下しました。 

＜在庫＞ 

生産用機械工業、輸送機械工業など１１業種が上昇し、一方で、電子部品・デバイス工業、非鉄

金属工業など10業種が低下しました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（2020 年＝100）  原指数 

表1-3

（１）　生産
業種 2022年 2023年 増減率(％) 品目

輸送機械工業 93.4 126.8 35.8 航空機用部品、乗用車、懸架制動装置部品

業務用機械工業 119.7 137.0 14.5 スロットマシン、パチンコ、精密測定機

プラスチック製品工業 111.0 116.4 4.9 プラスチック製容器、プラスチック製機械器具部品、プラスチック製建材

汎用機械工業 136.5 125.5 ▲8.1 空気圧機器、コンベヤ、汎用内燃機関

電子部品・デバイス工業 98.6 75.0 ▲23.9 混成集積回路、電子回路基板、粉末冶金製磁性材料

印刷業 91.1 83.1 ▲8.8 平版印刷（オフセット印刷）、おう版印刷（グラビア印刷）、とっ版印刷（活版印刷）

（２）　出荷
業種 2022年 2023年 増減率(％) 品目

輸送機械工業 88.7 108.1 21.9 乗用車、航空機用部品、けん引車

化学工業 110.0 116.7 6.1 医薬品、化粧品

業務用機械工業 122.5 143.7 17.3 スロットマシン、パチンコ、精密測定機

汎用機械工業 140.2 128.9 ▲8.1 空気圧機器、一般用バルブ・コック、コンベヤ

電気機械工業 123.8 106.2 ▲14.2 サーボモータ、低圧開閉スイッチ、電力変換装置

電子部品・デバイス工業 97.4 74.5 ▲23.5 混成集積回路、電子回路基板、サーミスタ

（３）　在庫
業種 2022年 2023年 増減率(％) 品目

生産用機械工業 74.7 95.0 27.2 整地機械、食料品加工機械、研削盤

輸送機械工業 70.7 107.8 52.5 乗用車、完成自転車、けん引車

プラスチック製品工業 100.4 105.6 5.2 プラスチック製容器、プラスチック製機械器具部品、プラスチック製フィルム

電子部品・デバイス工業 103.7 74.0 ▲28.6 混成集積回路、整流素子、シリコンダイオード

非鉄金属工業 103.9 86.4 ▲16.8 伸銅製品、アルミニウム圧延製品、アルミニウム二次合金地金

パルプ・紙・紙加工品工業 122.3 104.0 ▲15.0 段ボール原紙、衛生用紙、段ボールシート
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４ 在庫循環図 

 令和５年（2023年）第１四半期から2023年第４四半期にかけては、通常の在庫循環の軌道

（反時計回り）とは逆回りし、在庫の積み上がり局面（景気後退初期）から、在庫積み増し

局面（景気拡大期）へと移行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

 在庫循環図は、企業の生産と在庫の関係を示しています。 

在庫の変動は生産活動に大きな影響を与えるため、この図は 

景気の局面を判断する際に有効とされています。 

 一般的に、次の４つの局面を循環していくことになります。 

 ①景気拡張期に入り、増産しても需要に追い付かず一時的 

  に在庫が減少する局面   

 ②景気拡張期が長くなり、需要増に備えて増産し、在庫を 

  積極的に積み上げる局面 

 ③景気後退期に入り、需要の減少速度に減産が追い付かず 

  在庫が積み上がる局面 

 ④景気後退期が続き、更に減産が進み、積み上がった在庫 

  を減少させる局面 






